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「てのひら」の現状とグループリビングの普及に向けて 

 

 

 

 

NPO 法人 てのひら  

石原 智秋 

 

 

Y さん（８５歳）が退去された。あれほどお元気で、はつらつとされていたのに…高齢期の６

年の歳月は大きい。 

一年ほど前から、時々、勘違いや物忘れがあったけれど、住人の気配りや介護保険制度を利用

することで、昼間は普通に過ごされていた。しかし、最近、みんなが寝静まった頃、廊下に出て

転倒したり、階下に降りようとしてエレベーターに乗ったまま、といったことが起きるようにな

った。    

グループリビングは夜の職員がいない。夜、過ごすことができなくなった時が退居の目安とな

っていることに、仕方がないとの思いと、何とかならないものかとの思いが交錯する。そのうち、

結局、家族の決断で施設に入所されることになった。ひとり居の先を案じ、思い切って移り住ま

れたはずなのに…と複雑な思いを抱く私に向かって、ご家族から「母はこの自由な雰囲気の中で、

いきいきとして暮らして来ました。本当に良いところでした」と。そして、「夜に職員がいれば、

もっとここに住んでいただけたのに」との私の言葉に「いえいえ、そうなればもう施設でしかあ

りませんから」ときっぱり。なるほど、忘れかけていた「在宅」の文字。それぞれの生活スタイ

ルは違っても、夜も自由気ままに過ごされている住人たちの顔がふと思い浮かぶ。 

“てのひら”は COCO 湘南台をモデルに、少しばかり肉を付け、膨らませ、また、そぎ落とし

「心地よい第三の住まい」を作り上げたつもりでいる。そして、私は良心的な運営者（と思って

いる）として住人たちと拘わっている。グループリビングが、サ高住に属すると義務付けた行政

の方針に怒りつつ。 

今年度から、当法人“てのひら”が JKA 補助事業の事業主体となった。これまでの数年間でグ

ループリビング運営協議会に所属して下さっている研究者の方々と運営者が調査研究を行い、普
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及が難しい要因を洗い出している。こうした懸命の調査を元に、今後、グループリビングの立ち

位置を鮮明にしながら、なお一層の普及に向けて、努力をしていきたいと思っている。 

最後に、新しくグループリビングの開設を考えておられる方は、先を見据えて、介護保険のプ

ランを立ててくれる居宅介護支援事業所との関係が不可欠であることを知るべきだと思ってい

る。出来うることなら、グループリビングの一階にもう一室部屋を作り（同程度の広さで十分）、

居宅介護支援事業所に事務所として貸し出す。階下にケアマネジャーがいることで安心が買える。

介護が必要になれば、即座に、そして、的確に動いてくれる。その上、部屋代は運営費に回すこ

とができるという一石二鳥の提案をしたい。こうした試みで、医療、看護、介護に関係のない方

もグループリビングを安心して立ち上げることができるのではないかと考えている。 

 

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

2019 年度公益財団法人 JKA補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会を創る活動」 

テーマ：高齢者グループリビングと地域ケア資源の連携に関する研究 

 

 2016 年度から 2018 年度に NPO 法人暮らしネット・えん（埼玉県新座市）が JKA 補助事業の事業主体と

なり実施した調査研究が 9 月 30 日無事終了いたしました。今年度からは NPO 法人てのひら（兵庫県高砂市）

が事業主体となり、新しいテーマ「高齢者グループリビングと地域ケア資源の連携に関する研究」に取り組む

ことになりました。今回の研究では 4 年以上の実績のある協議会の会員が運営するグループリビングを対象に

調査を行う予定です。会員同士が学び合えるように、インタビュー調査には研究者以外の会員からも参加者を

募ります。ご興味のある方は、ぜひご参加ください。なお、研究成果は 3 月のシンポジウムで発表する予定で

す。 

 

 

グループリビング運営協議会メンバー募集中  

  

 グループリビング運営者はもとより、これから作りたい人、応援したい人、研究したい人、またグループ

リビ ングという名称に拘らず、グループリビングに類似した共生の住まいも対象にしております。  

 

【活動内容】  

1. グループリビングへの支援・相談  

2. ワークショップの開催  

3. ホームページの運営  

4. グループリビングの調査研究  

5. その他、本協議会の目的を達成するために必要な事業。  

  

詳細は以下の URL にあります。  

http://glnet-groupliving.org/glnet/glnet-recruit  
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ガンバレ北海道！買物で応援 
 

 

 

グループリビング運営協議会 

会長 星川光子 

 
 
 

 

いぶりたすけ愛では９月８日に昨年９月に起きた胆振東部地震被災地を巡る「災害支援ガンバ

レ北海道！ 買物で応援」バスツアーを実施しました。 

２０１１年に起きた東日本大震災後、毎年「ガンバレ東北！震災支援チャリティー」を実施し

てきましたが、昨年の９月には胆振東部地震があり、いぶりたすけ愛も震度５弱の地震とブラッ

クダウンを経験しました。 

被災地は同じ北海道の胆振管内です。身近な私たちにできることをしたいと考えた結果、ささ

やかですが被災地の復興のお役にたてればと願って、買物で応援をすることにしました。趣旨に

賛同した参加者には、被災地出身の方が何人もいて、故郷の様子に心を痛めていました。 

むかわ町はシシャモが名産ですが、解禁前。お肌に良いというスーパーフード「シーベリー」

を買い占めました。 

厚真町の「まちなか交流館しゃべ～る」には無料リサイクルの食器・衣類を届けました。特産

のおからの出ない豆腐、油揚げは売り切れとなりました。 

出来たばかりの「道の駅あびらＤ５１ステーション」では評判のもくもくＤ５１ソフトを並ん

で食べ、焼き立てパンや新鮮な野菜をたくさん購入。 

厚真町では山が崩れた現場を通り、想像以上に広範囲な、あまりの惨状に言葉がありませんで

した。崩れた山の裾野には復旧の済んだ水田が金色に広がり、近くに「献花台」が設けられてい

ました。全員で献花し、早い復興、復旧を願って合掌し、しばし呆然と佇みました。 

今年も台風１５号による千葉県の停電、台風１９号による大規模な水害と、続いています。被

災された皆様には心からお見舞いを申し上げます。 

温暖化の影響か、いつどこで何があるか分からないこのごろです。グループリビング運営協議

会の総会では、ネットワークを活用して、災害時の相互支援の体制をとることを決めました。全

国のグループリビングが、お部屋の提供、支援物資などで助け合えれば、心強い支えになります。 

災害が起きないことを祈りながらも、備えもしっかりとしなければならないと思っています。 
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NEWS 

 

第８回定時総会を行いました。  

 

 10 月 27 日、東京都目黒区のオーナーズテラス自由が丘において、第 8 回定時総会を開催し

ました。正会員 27 人中 16 人（内委任状 4 人を含む）出席のもと、真摯なる討議が行われ、す

べての 議案において可決承認されました。総会の議事については 5～11 頁をご覧ください。 

 

 

オーナーズテラス自由が丘の見学会を開催しました。 

 

  総会後、オーナーズテラス自由が丘の見学会を行いました。 

 オーナーズテラス自由が丘の建物は閑静な住宅街に立地しています。東横線の自由が丘駅や世

田谷線の緑が丘駅まで 10 分と利便性の良さも魅力です。 

 東京都 23 区内でグループリビングが普及しない理由の１つに家賃の高さがあります。居住者

の自宅をリフォームし、シェアハウスとして価値を上げ、それを貸して、その家賃収入でグルー

プリビングに入居できる仕組みは、シェアハウスのニーズの高い目黒区やその周辺地域ならでは

の発想で、都心の高齢者が住み慣れた地域に暮らし続けるための選択枝を増やすことができます。 

 また、オーナーズテラス自由が丘の運営は、オーナーの伊藤敬子さんとそのママ友が協力して

取り組まれています。ママ友などの地域の仲間が力を合わせてつくったグループリビングには、

COCO 宮内やたすけ愛の家などがあり、良好な運営がされています。仲間同士が試行錯誤しな

がら助け合ってつくったものは、きっと良いものになると思いました。 

  

 

グループリビング運営協議会会員の災害時の相互支援について 
 

 総会で、会長の星川光子氏より、災害時、会員の相互支援体制の提案があり、話し合いを行い

ました。昨今、大きな自然災害が各地で頻繁に起こっています。もし、災害が起こった場合、会

員同士のネットワークを利用し、部屋の提供や必要な物資を送るなどの支援を行うことになりま

した。LINE アプリでグループをつくり、情報を共有する予定です。後日、事務局から LINE グ

ループの参加の希望を募ります。ご協力よろしくお願いいたします。 
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総会報告 

2018 年度 事業報告 

 

Ⅰ 本会の現況 

1 会員の異動 

本年度の入会並びに退会及び会員数は次のとおりである。 

 正会員 

(団体) 

正会員 

（個人) 

賛助会員 

(団体) 

賛助会員 

（個人) 

学生 

会員 

合計 

2018.3.31 13 13   5 1 1 33  

入会 4 1 0 0 1 6 

退会 2 2  1 0 1 6 

会費納入無 1 4  4 1 0 10 

会員種別変更＊ 0 0 0 0 0 0 

2019.9.31 会計人数 14 8 0 0  1 23 

2019.3.31 現在会員数 15  12  4 1 1 33 

 

2 役員の現員 

理 事   8 名（うち会長 1 名） 

 

3 第 7 回定時総会 

〇定時総会を次のとおり開催した。 

日時 平成 30 年 7 月 21 日（日） 14 時 30 分~17 時 

   場所 COCO 下小田 

出席者数  15 名(うち委任状 7 人を含む) 

 

〇議決承認事項 

１）平成 29 年度事業報告について 

２）平成 30 年度事業計画について 

 

4 役員会議 

○第 9 回理事会を次のとおり開催した。 

日時 平成 30 年 7 月 21 日（日） 14 時 30 分~17 時 

   場所 COCO 下小田 

出席者数  8 名(うち委任状 1 人を含む) 

 

   〇議決承認事項 

１）平成 29 年度事業報告について 

２）平成 30 年度事業計画について 
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Ⅱ 目的事業 

1 グループリビングへの支援・相談活動 

 

①JKA 補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会をつくる活動」(事業主体 NPO 法人

暮らしネット・えん)に協力 

１）平成 29 年度 JKA 補助事業 自己評価、完了報告書、広報資料作 

成等 

２) 平成 30 年度 JKA 補助事業  企画・運営、ワークショップ開催、 

状況報告書等作成等 

３）平成 31 年度 JKA 補助事業 企画、申請書作成等 

  

②グループリビングを作りたい人、入居したい人、興味を持つ人への対応。 

１）グループリビングを作りたい・興味をもつ個人・グループ 7 件 

（地区別 東京都 2・京都府 1、大阪府 1・滋賀県１・北海道 1、 

 島根県１） 

（事業者別 不動産事業者 2・介護事業者 4、その他１） 

２）グループリビングに入りたい人 3 件 

３）メディア 1 件（テレビ朝日） 

上記のうち GLnet からの問い合わせ 11 件 

 

2 ワークショップの開催協力 

 

平成 30 年度 JKA 補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会をつくる活動」(事業主体 

NPO 法人暮らしネット・えん)に協力。 

 

〇川崎シンポジウム・川崎グループリビング見学会を以下のように開催した。 

１）川崎シンポジウム 

日 時    3 月 31 日（土） 

場 所    川崎市国際交流センター（神奈川県川崎市） 

参加者    40 名 

２）川崎グループリビング見学会 

日 時    3 月 30 日 10 時～16 時 

場 所    おでんせ中の島・COCO 宮内・COCO せせらぎ 

参加者    29 人 

 

3 グループリビングの研究調査協力 

平成 30 年度 JKA 補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会をつくる活動」(事業主体 

NPO 法人暮らしネット・えん)に協力。 

  〇高齢者小規模共同居住の運営者や潜在的運営者を調査し、報告書Ⅰ（総括編）、報告 

  書Ⅱ（シンポジウム・調査報告編）を作成。 
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4 ホームページの運営協力 

〇HP「自由な暮らし。自分らしく。ともに住まう。」を更新。

http://www.glnet-groupliving.org/ 

＊平成 30 年度 JKA 補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会をつくる活動」(事業主体 

NPO 法人暮らしネット・えん)に協力。 

 

〇HP「東北にグループリビングの暮らしを」を維持。 

http://www.group-living.org/  

＊WAM 助成で作成のため 5 年間維持が必要。 

 

5 会報の運営協力 

会報の作成と発信 

年 3 回（メール等で関係者に配信） 

＊平成 30 年度 JKA 補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会をつくる活動」（事業主体 

NPO 法人暮らしネット・えん）に協力。 

 

 Ⅲ 今後の課題 

 

（１）今年度の会員数は、正会員（団体）の新規入会４、退会２で、正会員（団体）が 2 増

加した。新しい正会員（団体）の内訳は、これからグループリビングを作りたい団体

2、これから開設する団体が１、現在運営している団体１となっている。グループリ

ビングを作ること、運営することに対する実践的な支援や情報提供が十分にできるよ

うに努力することが求められる。 

 正会員（個人）は、平成 30 年度は平成 29 年度と比較すると新規入会 1、退会 2 と

なり 1 減少した。 

 一方で高齢者住宅を探している人やグループリビングをつくりたい人がＨＰに連

絡してくるケースが増えている。地域住民に向けて、啓蒙普及活動や情報提供を行う

ことは、会員数を増やすとともにグループリビングの入居率を上げ、グループリビン

グの普及につながる可能性があるため、今後力を入れることが必要である。 

 

（２）平成 30 年度の活動は、前年度の繰越金が少なかったため、ワークショップ参加費で

収入を増やし対応した。今年度は JKA の自己負担分を増やしたため、同様の方法で

対応する必要がある。資金が増えれば、活動をさらに活発化できるため、今後さらに

会員が増加するように努力が必要である。 

 

（３）JKA 補助事業「高齢者グループリビングの社会普及に向けた実践的調査研究事業」

は 3 年計画の 3 年目を終えた。これまで本協議会で蓄積した知見をベースに、全国の

高齢者の小規模共同住宅や実力のある地域密着型の事業者に対して調査研究を行う

ことができた。今年度からは引き続き「高齢者グループリビングと地域ケア資源の連

携に関する調査研究」を行う。質の高いグループリビングが普及するように情報提供

を社会に向けて提示することが求められる。 

 

（４）協議会の活動は今年で8年目となる。この8年間で協議会のネットワークが強くなり、

http://www.glnet-groupliving.org/
http://www.group-living.org/
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協力体制もできてきた。また、グループリビングは近年テレビや新聞で取り上げられ

ることが多くなったが依然として知名度は低い。一方で、協議会の HP の問い合わせ

が平成 30 年度は 11 件あり、そのうち 4 件が会員（うち正会員団体 3、学生 1）にな

るなど、成果を上げている。協議会の活動をさらに活発化させ、グループリビングの

暮らし方を社会に広げていくため、新たな活動を検討する時期にきている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年度 収支報告 

2018 年 4 月～2019 年 3 月末日（整理期間 2019 年 10 月 1 日迄） 

 

収入の部 

▲印減額（単位:円） 

科目 決算額 予算額 増減 備考 

年会費 361,000 350,000 11,000  

寄付 184,000 150,000 34,000 本売上等・WS 参加費等 

雑費 113,501 0 113,501 懇親会費等、お弁当代（WS 時）、利息等 

前期繰越収支差額 25,845 25,845 0  

収入合計（A） 684,346  525,845 158,501  

 

支出の部  

▲印減額（単位:円） 

科目 決算額 予算額 増減 備考 

臨時傭益費 126,000 120,000 6,000 JKA 書類作成・焼津 WS 準備・事務等 

交通費 19,082 5,000 14,082 JKA 事業補助対象外交通費、WS 事務局旅費 

通信費 42,854 41,000 1,854 郵送代、HP ドメイン更新費用、電話代等 

支援費 280,000 280,000 0 JKA 事業自己負担分 

雑費 123,444 20,000 103,444 飲食費・茶菓子等 

予備費 22,080 5,000 17,080 会場費・備品 

支出合計（B） 613,460  471,000 142,460  

次期繰越収支差額 

（A）－（B） 

70,886 54,845  16,041   
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2019 年度 事業計画 

 

Ⅰ 本会の運営 

 

1 会員の増強 

JKA 事業の活動を通して会員の増強策を図る。 

会員を通しての募集に力を入れる。 

 

2 役員、顧問の現員 

理事 8 名（内、会長 1 名、理事 7 名） 

 

   3 第 8 回定時総会 

   〇定時総会を次のとおりに開催する 

   日時 令和元年 10 月 27 日（日） 10 時 00 分～12 時 00 分 

   場所 オーナーズテラス自由が丘（東京都目黒区） 
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4 役員会議 

 

   〇第 10 回理事会（メール審議） 

日時 令和元年 10 月 24 日(木) 

出席者数  8 名 

 

〇議決承認事項 

１）平成 30 年度事業報告について 

２）令和元年度事業計画について 

３）災害時等におけるグループリビングへの相互支援について 

 

Ⅱ 目的事業 

 

1 グループリビングへの支援・相談活動 

①JKA 補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会をつくる活動」)に協力 

1) 平成 30 年度 JKA 補助事業 自己評価、完了報告書、広報資料作 

成等(事業主体 NPO 法人暮らしネット・えん) 

2) 平成 31 年度 JKA 補助事業  企画・運営、シンポジウム開催、 

状況報告書等作成等(事業主体 NPO 法人てのひら) 

3) 令和 2 年度 JKA 補助事業 企画、申請書作成等 

  (事業主体 NPO 法人てのひら) 

②グループリビングについての相談・見学対応等 

 

2 シンポジウムの開催 

 

   〇シンポジウム 

令和元年度 JKA 補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会を作る活動」 

(事業主体 NPO 法人てのひら)に協力。 

 

日時 平成 31 年 3 月初旬 

場所 未定 

 

3 調査研究 

令和元年度 JKA 補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会をつくる活動」 

（事業主体 NPO 法人てのひら）に協力 

 

4 ホームページの運営 

令和元年度 JKA 補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会をつくる活動」 

（事業主体 NPO 法人てのひら）に協力 

・記事作成、記事更新等 

 

5 会報の運営協力 



11 

令和元年度 JKA 補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会をつくる活動」 

（事業主体 NPO 法人てのひら）に協力 

・年 3 回発行 

 

6 その他 

 

 

2019 年度活動計画予算 

2019年 4月～2020年 3月末日（整理期間 2019年度 JKA事業終了迄） 

 

収入の部 

▲印減額（単位:円） 

科目 予算額 前年度予算額 増減 備考 

年会費 350,000 350,000 0  

寄付 180,000 150,000 30,000 本売上等・シンポジウム参加費、個人寄付等 

雑費 100,000 0 100,000 飲食費（懇親会等）、利息 

前期繰越金 70,886 25,845 45,041  

収入合計（A） 700,866 525,845 175,041  

 

支出の部   

                                   ▲印減額（単位:円） 

科目 予算額 前年度予算額 増減 備考 

臨時傭益費 120,000 120,000 0 シンポジウム対応・JKA 申請書類作成・完了報告

書等作成・見学者対応等 

交通費 10,000 5,000 5,000  

通信費 41,000 41,000 0 HP ドメイン更新費用、電話代、郵送代、等 

支援費 330,000 280,000 50,000 JKA 事業自己負担分（313,000）、予備費 

雑費 120,000 20,000 100,000 飲食費（懇親会等）、文具・インクカートリッジ、

茶菓子代等 

予備費 5,000 5,000 0  

支出合計（B） 626,000 471,000 155,000  

次期繰越金収支差額

（A）－（B） 

74,866 54,845 20,041  
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居住者作の COCOせせらぎのチラシとパンフレットからみる 

★  暮らし ★ 

 

COCO せせらぎの新しいチラシ、パンフレットができました。これらは居住者がつくられたも

のです。チラシ、パンフレットは当事者目線でつくられたものとなっており、暮らしの様子がよ

くわかります。チラシとパンフレット（抜粋）から COCO せせらぎの暮らしをみてみましょう。                     

 

 

○チラシ 
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○パンフレット 
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NEWS 

ソウル市立大学教授 SunYoung氏がグループリビングを見学されました。 

 
                （前列）土井原 SunYoung 先生 原理事長（COCO 宮内）  

 

 ソウル市立大学教授 SunYoung 氏、生徒の皆さん、設計事務所の方が 11 月 6日にえんの森（埼玉県新座

市）、11 月 9日に COCO宮内（神奈川県川崎市）を見学されました。韓国にグループリビングをつくること

を検討されているようです。2 年前、韓国の国営放送が日本のグループリビングを取材し、韓国国内で暮らし

方が放映されたことがあります。韓国に協議会の支部ができるといいですね。 

 

この会報は、公益財団法人 JKA補助事業「お年寄りが幸せに暮らせる社会を創る活動」で 

運営されています。 

 

編集後記   

 先日、グループリビングを HP で紹介したいという方から連絡があり、原稿を見せていただいた。その内容

は、協議会の HP を参考に書かれた部分もあったが、なかには、施設的な説明になっているところも多かった。

ちなみに、Google 検索で、「グループリビング」と入れると、最初のページの先頭は協議会の HP であったが

10 項目のうち 3 つしか協議会に関連したものが出てこない。続いて、2 ページ目を見てみても 10 項目中 3 の

みである。グループリビングと名の付くサ付きや高齢者アパートなどが多く、それらは協議会の目指している

ものとは違う形態であった。これらのことから、一般の人にとって、グループリビングは、どのような住まい

であるのか大変わかりにくいものとなっている。 

 総会後の懇談会で、グループリビングのなかには、協議会の目指している暮らしとは異なる住まいが混在す

るため、他と区別した方が良いという意見が出た。どのように区別するかについては「名前を変える」、「認定

シールをつくって貼る」などの意見がでたが、議論はそこで終わっている。 

 一方で、現在、会員のグループリビングに有料老人ホーム登録の指導が入ることが増えている。会報 NO.15

～17 の中で各運営者がそれについての考えを述べている。それらの報告によると「グループリビングの目的

はケアではなく、地域の中でお互いが支え合って暮らす住まいであり、一方的に管理される有料老人ホームと

は違うため、有料老人ホームの対象にならない」が運営者の統一見解であった。国は粗悪な高齢者住宅がなく

なることを目指して有料老人ホーム登録を進めている。 

 今後はグループリビングが普及していく中で、入居者保護の観点から国が排除したいと考えている、いわゆ

る類似施設とは全く異なるカテゴリーの住まいであることを明確にし、住まいや暮らしの質、運営の健全性を

どのように担保していくかが課題である。これらの解決のためにも、今後、協議会で評価基準をつくり認定制

度にすることなどが必要かもしれない。（な） 

 

編集委員 石原智秋 土井原奈津江  


